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先週の重要イベントを振り返る 

 
先週予定された数多くの重要イベントはいずれも概ね予想の範囲内でしたが、いくつか今後への示

唆も得られたと思います。簡単にまとめてみました。 

 

1. 欧米金融政策関連 

米国では半年に 1 度の FRB 議長議会公聴会が 6 日に下院、7 日に上院で開催されました。事前に公

表された声明文では「経済が想定通り進展すれば、年内いずれかの時点で景気抑制的な政策を緩和し

始めることが適切となるだろう」とこれまでの範囲内に留まりました。しかし 7 日の上院での議員の

質問に答え「（利下げは）それほど遠くない時点で可能になるだろう」とやや踏み込んだ発言を行い

ました。市場の利下げ期待が急速に進み今年末までに 0.25％の利下げを 7 回近く織り込んだ 1 月会合

後の記者会見では「3 月会合での利下げはないだろう」と牽制、その後の堅調な経済指標から楽観的

な見方が強まったなかでの今回の発言と市場の両方向への「行き過ぎ」を抑えようとしているように

みえます。大統領選挙を控え両党から金融政策関連の発言（ノイズ）も出初めており 6 月会合あたり

から年 3 回程度の利下げで落ち着かせたいという

ことでしょう。 

7日には欧州中銀金融政策決定会合が開催されま

した。政策金利は予想通り据え置きとなりました

が、最初の記者の質問に答える形で「次回 4 月会

合では（利下げ決定への）データ入手は限られる

が 6 月会合までには十分なデータが集まる」と 6

月会合での利下げ開始を強く示唆しました。 

 

2. 経済指標   

8 日に 2 月の米国雇用統計が発表されました。1

月統計では予想を大幅に上回る 353 千人の雇用者

増となり市場を驚かせました。もっとも季節調整

の問題が指摘されており 2 月統計に対する注目度

が高まっていました。結果として 275 千人の増加

と市場予想（200 千人程度）を上回りましたが 12

月と 1 月の統計が大幅に下方修正されました。失

業率は 3.7％から 3.9％へ上昇、賃金上昇率も 1 月

からやや低下し市場の利下げ期待に大きな変化は

ありませんでした。雇用は堅調だが利下げを妨げるには至らないという「スイートスポット」とも言

えそうです。 
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※1回の利下げ幅を0.25％と想定
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3. 政治関連 

中国では 5 日に全人代が開幕し本日閉会となります。市場が注目していた今年の成長率見通しは予

想通り前年と同じ「5％程度」とされました。李強首相は「目標達成は容易ではない」と発言し中国

経済の厳しい現状が伺えました。また 1993 年から定例化されていた閉会後の首相記者会見は行わな

いと発表されました。行政府から党への権力集中がさらに加速したと思われます。 

7日（日本時間 8日午前）に米国バイデン大統領の一般教書演説が行われました。世論調査ではトラ

ンプ前大統領がややリードし、81才のバイデン大統領には高齢への不安が高まっています。今回の演

説によっては差が一気に拡大することも否定はできませんでしたが、バイデン大統領は 1 時間程度の

演説を最後まで力強く行い米国民に語りかけました。直後の世論調査では大統領への信頼度が上昇し

たようです。ただし 11 月の投票日までは長い道のりで両候補とも弱みを抱えるなか金融市場にも大

きな注目材料となります。 

 

本レポートは筆者の個人的見方であり弊社の公式見解ではありません。 

 

債券運用第一部シニアストラテジスト 菊池 宏 
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※ 2024 年 1 月以降のレポート 

  1 月   4 日号  12 月の市場動向と 1 月の注目点 

  1 月   9 日号 2024 年金融市場の「初夢」 

  1 月 15 日号 2023 年度第 3 四半期の市場動向と今後の注目点 

  1 月 23 日号 外国人投資家の日本株買いと個人投資家の売り  

1 月 26 日号 2024 年は円高転換、それとも円安継続？ 

1 月 30 日号 米国政策金利、当局予測と市場織り込み 

2 月   1 日号 1 月の市場動向と 2 月の注目点 

2 月 28 日号 異論 為替相場に対する見方 その 2 

3 月   1 日号 2 月の市場動向と 3 月の注目点 

三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社 

登録番号 金融商品取引業者 

関東財務局長（金商） 第 404 号 

一般社団法人日本投資顧問業協会会員 

一般社団法人投資信託協会会員 

 

〒105-7320 東京都港区東新橋一丁目 9 番 1 号 

電話 03‐4223‐3134 

*本資料に含まれている経済見通しや市場環境予測はあくまでも作成時点に
おける弊社ストラテジストの見解に基づくもので、今後予告なしに変更さ
れることがあり、また弊社商品における運用方針と見解が異なることがあ
ります。 

*本資料は情報提供を唯一の目的としており、何らかの行動ないし判断をする
ものではありません。また、掲載されている予測は、本資料の分析結果のみ
をもとに行われたものであり、予測の妥当性や確実性が保証されるものでも
ありません。予測は常に不確実性を伴います。本資料の予測・分析の妥当性
等は、独自にご判断ください。 

*なお、資料中の図表は、断りのない限りブルームバーグ収録データをもと
に作成しております。 


